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口 要 旨

本 稿 で は、 写 真 史 料 を デ ジ タ ル 化 する 技 法 に つ い て
と り あ げる。 写 真 史 料 は、 そ

の 基 本 的 性 格 と し て、 史 料 の 内 容 が 文 字 で は な く 画 像 と し て 記 録 さ れ て い る こ と、

精 巧 な 複 製 が 難 し い こ と な どが 挙 げ ら れ る。 そ の た め こ れ ま で は、 日 記 や 書 翰 な ど

の 文字 史料 と 較 べ て、 研 究 史 料 と し て 活 用 さ れ る 頻 度 が 低 く、 その 保存 や管 理、 デー

タ 共 有 の 技 法 に つ い て も、 ほ と ん ど検 討 さ れ る こ と が な か っ た。 しか し、
パ ソ コ ン

、と ス キ ャ ナ を 使 っ て、 こ れ ら を デ ジ タ ル 化 し、 研 究 者 間 で 広 く 共 有 で き る よ う に す

る の は、 そ れほ ど難 しい 作 業 で は な い。 本 稿 は、 筆 者 が 開 発 中 の 新 し い 技 法 の 概 要

に つ い て 紹 介 し、 そ れ が写 真 史料 の （研 究 素 材 と して の） 可 能 性 を 大 き く 拡 げる こ

と な ど を 明 か にす る。 一 方、 写 真 を デジ タ ル 化 す る こ と に よ っ て、 著 作 権 法 上 の 問

題 な ど が 生 じる 可 能性 につ い て も 言 及 す る。

ロ キ ー ワ ー ド
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個 人 レ ベ ル に お け る 史 料 の デ ジ タ ル 化 に 関す る 一 試 論 （下） （伊 藤）

Ｈ 写真史料のデジタ ル化

１ 写真史料の基本的性格

本節 で取り上 げるのは、 研究の対象となる人物や、 その遺族 が保管 している

写真類 （写真 史料） である。 この種の 史料はこ れまで、 本格的な 分析の対象
と

されることが少く、 論文や著書 で 「挿絵」 や 「口絵」 として使われるこ
とはあっ

ても、
議論の 「証拠」 として引用 されること は稀 であっ た。

それという のも、 写真史料は、 精巧な複製を作る こ
とが難しい。 また書翰や

日記な どの文字史料と違って、 活字化して出版するこ
ともできない。 そのため、

こ れらの史料を調査するには、 所蔵者の
もとに直接足を運 び、 閲覧の許可を仰

ぐ必要 があった。

しかも、
簡単に複製することができないので、 重要と思われる史料を発見 し

て も、 その場で内容を分析 してメモを作成するか、 映像と して自分の脳裡に記

憶させておく しかない。 そうなると、 論文でそれらの 「史料」 を使用する場合、

作成したメモや記憶 だけに頼 らざるをえず、「論拠」 として 提示 する のも ため

らわれる。 ま た論文の執 筆中 に、 調査の
ときには思いつ かな かった新たな着想

を得たとしても、 す ぐに史料を調
べ 直して、 論旨に 反映させるのは難しかった。

したがって、 複製が比較的簡単 に入手でき、 利用も しやす い文字史料と 較
べ

る と、 写 真 史 料
は ど う し て も、 活 用 の 頻 度 が 低 く な る 傾 向 に あ っ た

（１）
。

２ 従来の技法

このような史料としての基本的性格もあっ て、 写 真史料を保存 ・管理し、 利

用する技法について、 歴史研究の立場から、 これま で十分な検討がなされてき

た と は 言 い が た い。

（１）史料の保存

１９９８年６月に、 米田實の御遺族のもとを訪れたとき、 筆者は、 彼に関する写

真 が、 未整理のまま大量に遺されているのを発見した。 筆者はその後、 これら

の写真 史料の整理に着手するのだが、 まず最初に行った作業は、 これらの写真

を どのような容器に入れ、 どのような状態で保管すべきかといった点の検討で
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あ っ た。

しか しそこで判明 したのは、 この種の史料の保存 方法についての研究 が、 文

字史料に較べて・ 大きく立ち遅れているという事実であった（２）。 その ため 筆者

は、 具体的な保存 の方法について、 写真の専門店や図書館などに問合せながら、

あ る 程 度 ま で
、 独 自 に 工 夫 を せ ざ る を 得 な か っ た

（３）
。

（２）分類と整理

写真史料の最大の特徴は、 その内容が 「画像」 と して記録されていることに

ある。 そのため、 それらをどのように分類・整理 し、 排列するかが大きな問題

と な る。

文字 史料 であ れば
、 著者や題名、 公刊 （執筆） 時期などを手がかりに排列 す

れ ばよい。 写真史料の場合も、 撮影日や撮影場所、 被写体などを基準とす れば

よいのかも しれないが
、 撮影日と撮影場所につ いては、 裏面にメモでもないか

ぎり、 判断できないことが多い。 ま た被写 体についても、 複数の人物が写って

いる場合や、 氏名不詳の人物 が写っているものの処置に窮することになる。

ところが、 この分類と整理の 方法 についても、 標準的な技法が確立されてい

る わけではないよう で、 この種の史料を蒐集する図書館や資料館 でも、 それぞ

れ 独 自 の 分 類 方 法 を 考 案 し、 実 行 し て い る よ う で あ る
（４）
。

（３）情報の共有

前述のように、 写真史料は文字史料に較べて、
内容の複製 が難 しい。 そのた

め 「○○家所蔵写真集」 として出版でもしない かぎり、 史料の内容を研究者間

で広く 共有することは不可能であった。 つまり、 写真史料は事実上、 所有者が

その内容を独 占していたのである。 この問題を克服 し、 写真史料の内容を他者

と共有する技 法については、 図書館な どが独自に開発することもあったが、 そ

れはあくまでも、 収蔵史料を外部に公開するために、 組織的に、 かつ個々 の事

例に特化 して行われたものであって、 個人でも実践可能な、 標 準的技法の確 立

が試みられることはほとん どなかった。

以上のように、「史料の保存」「分類と整理」 「情報の共有」 の すべ て の面に

おいて、 写真史料をめ ぐる技法の研 究は、 文字史料に較 べて大きく立ち 遅れて

い る と い い う る。
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個 人 レベ ル に お け る 史 料 の デ ジ タ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （下） （伊 藤）

３ 新 しい技法

し か し 筆 者 は、 コ ン ピ ュ ー タ を 積 極 的 に 活 用 す る こ と に よ っ て、 こ れ ら の 遅

れをかなりの程度まで取戻 し、 研究史料と しての利用範囲を拡 げることは可能

と考えている。 本項では、 その具体的な事例と して、 筆者が米田家所蔵の写真

史料を整理し、 データベース化するさいに考案 した技法について、 その概略を

紹 介 す る こ と に し た い。

（１）使用 する 機材

この技法で使用する主な資材・機材と、 ソフ トウェアは以下の通りである。

◇ 史料保護用封筒 … セキセイ クリ アポケッ ト （各種サイズ）

ナカ バヤ シ ＨＵＵ－Ｂ３（Ｂ３ 版クリアホ ルダー）

◇ 史料保管用大型封筒 … 角２号保存袋 （マチ・紐つき）

◇ パ ソ コ ン … 自 作 機（５）

◇ フ ラ ッ ト ベ ッ ド ス キ ャ ナ … エ プ ソ ン ＧＴ．７６００Ｓ（６）

◇ Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー … 松 下 電 器 ＬＫ－ＲＢ７５０３Ｂ

◇ ソ フ ト ウ ェ ア … ア プ リ ッ ク ス ＷｉｎＣＤＲ ６．０

ビ レ ッ ジ セ ン タ ー サ ム ズ プ ラ ス ５．ＯＪ

ソ フ ト ヴ ィ ジ ョ ン ＤＢＰｒｏ Ｖ４．５

ア ド ビ Ａｃｒｏｂａｔ Ｖｅｒ．
４

（２）原史料の分類と保存

米田家には、 米田實とその家 族に関する写真 が８００枚以上 遺さ れて いた。 し

か し、 それらは旅行用 のトランク と木箱 に、 書翰や原稿 などとともに雑然と詰

め 込 ま れ て お り、 ほ ぼ 未 整 理 の 状 態 に あ っ た （図 表 ２－１）。 し た が っ て、 写 真

の排列にも規則性はほとん どみられなかった が、 念の ため、 史料の並べ かえな

どは一切行わず、 そのまま 「木箱 に直接入 れられていたもの」 「木箱の 中で、

さらに別の封筒に入れられていたもの」「トランクに入ってい たも の」 な どに

分類 し、 それぞれ０１、０２…と番号 を付 した 史料保管用の大型封筒 （角２号 保存

袋） に収納した （図表２－２）。
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（図 表 ２・１）

１糊

１ 旗 囎遜

（図 表 ２－２）

また
、 写真

は一枚ずつ、 適当な大きさの史料保護用封筒 （クリア
ポケッ ト）

に入れ、 傷や汚
れを防 ぐ措置をとっ た。 封筒 は無色透 明の ポリ

プロピレン製で、

写真の内容をそのまま確認でき、 耐久性や防護性にも優 れて いる
（７）
。 そ して 封

筒には 「分類番号一写真番号 （例：１５－０１）」 を記 したラベ ルを 貼付 して、 す

べての写真を容易に 区別できるように した （図表２－３）。

（図 表 ２－３）

なお、 史料保管用の大
型封筒は、 日の当らない風通しの良い

場所に保管する。

また、 封筒に入らない大判の写
真については、 大型のクリア

ホル ダー （ナカバ

ヤ シ Ｈ Ｕ Ｕ － Ｂ ３） を 用 意 し て、 こ ち ら に 収 納 す る。

（３）史料の読取り

つ ぎに行うの は、 写真の画像
をスキャナ （ＧＴ－７６００Ｓ） で読取り、 コ
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個 人 レベ ルに お ける 史料 の デジ タ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （下） （伊 藤）

ン ピ ュ ー タ に 保 存 す る 作 業 で あ る。 そ し て、 以 後 の 作 業 や 研 究 に
は、 で き る だ

け保存した画像の方を使用 し、 原史料には手を触れない
よう にする。

筆者の場合、 米田
家のご厚意により写真を借り出すことができたので、 自宅

の コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ て 画 像 の 取 込 み を 行 っ た。 具 体 的 に は、 写 真
を ク リ ア ポ

ケッ トから取り出 し、 表面と裏面の画像をそれ ぞれスキャナで
読取る （図表２－

４）。 読取った画像 （ファイ ル） には、 それぞれ写真番号
と 同 じ名 前 をつ け、

パソコンのハー ドディスク （ＨＤＤ） に保存する。 たとえば 「１５－０１」 という

ラベルがつけられた写真であれば、 表面の
画像には 「１５

＿
０１．ＰＮＧ」、 裏 面の 画

像 に は 「１５
＿
０１Ｂ．ＰＮＧ」

と い う 名 称 を つ け て、
そ れ ぞ れ 保 存 す る の で あ る（８）。

釦

馨［コ
憐趨灘躍藪

②

倉 ／ 〃１
。
／ 翻

①

一…

写 真
① ス キ ャ ナ

② パ ソ コ ン

（図 表 ２－４）

以上の作業は、 市販の画像管理ソフト
を使用すると、

読取った画像を目で確

認 し な が ら 整 理 で き る の で 便 利 で あ る（９）。 な お、 こ の 作 業 に つ い て は、 他 に も

いくつ か注意すべき点 がある。

①ス キャナの解像度

画像をスキャナで読取る さい、
適切な 「解 像度」 を指定しなければならない。

最 近 は、 家 庭 用 で２４００ｄｐｉ
（１０） に 対 応 し た 製 品 も あ る が、 今 回 の 作 業 で は そ こ ま

での性能は必要なく、 おおむね９６ｄｐｉから４００ｄｐｉ程度で十分と考えられる。・

解像度を高くすると、 写真
をより精密に読取る ことができる。 しかし、

生成

される画像ファイルのサイズが非常に大きくなるので、 ＣＤ－Ｒに書込むとき

に、 １ 枚 の メ デ ィ ア に 収 録 で き る 枚 数 が 限 定 さ れ て し ま う
（１１）
。

解像度を低く設定すると、 ファイルのサイ
ズを小さくすることができる。 し

一７一



かしながら、 人物の表情などの細 かい部分 が潰 れて しまうので、 被写体の人名

を特 定する場 合などに、 支障を来す惧れがある。

した がって、 写真 ごとに適切な解像度を選択しながら、 ス キャンする必要が

ある。 筆者の考える目安と しては、 ①多数の人物が写っ た集合写真や、 判型の

小さな写真については高解像度 （２００～３６０ｄｐｉ） で、 ②風 景写 真 や、 判 型の 大

きな写真については低解像度 （９６～１５０ｄｐｉ） で、 ス キャンするのが適当と思 わ

れ る。

②カ ラーか白黒か

筆 者が今回デジタ ル化 した米田家史料は、 そのほとん どが戦前・戦中期に撮

影さ れたモノクロ （白黒） 写真であった。 ここで考えなければならないのは、

モノクロ写真を読取る場合に、 スキャナの設定はモノクロモー ド（グレースケー

ル） にすべきか、 それともカラーモー ドにすべきかという 問題である。

もちろん、「原 史料 がモノクロ写真なのだから、 グレース ケー ル で十 分で あ

る し、 画 像 フ ァ イ ル の サ イ ズ も 小 さ く で き る」 と い う 意 見 は あ る だ ろ う（１２）。 し

かし筆者は、 モノクロ写真であっ ても、 読取りはカラーモー ドで行うべきと考

える。 理由としては、 ①写真の表面や 裏面に、 色
ペ ンな どで撮影の日時や場所

に関するメ モが書き込ま れているもの があること、 ②古い写真のなかにはセ ピ

ア色 に変色 している ものも少くなく、 その劣化の状況も撮影時期を推定する手

がかり になると思 われる が、 グレースケールで取込んでしまう と、 それらの手

がかり が失わ れて しまうこと、 な どが挙 げられる。

取 込みに 際して、 写真に含まれる情報は、 写真そのものの劣 化状況な ども含

め、 可能な 限り欠落させるべきでない。 この原則 にしたがい、 筆者はすべての

写 真 を
、
カ ラ ー モ ー ド で ス キ ャ ン し た（１３）。

③画像のフォーマッ ト

３番目の問題は、 取込んだ画像を どのよう な形式 （フォーマッ ト） で保存 す

べきかという点である。 コンピュータの世界では、 ウィ ン ドウ
ズの標準 画像形

式 で あ る Ｂ Ｍ Ｐ を は じ め、 Ｇ Ｉ Ｆ、 Ｊ ｐ Ｅ Ｇ、 Ｔ Ｉ Ｆ Ｆ、 Ｐ Ｎ Ｇ な ど の フ ォ ー

マ ッ ト が 存 在 す る。

これらのうち、 筆者が好ましいと考える のはＰＮＧ （
ピング） 形式である。
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個 人 レ ベ ル に お け る 史 料 の デ ジ タ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （下） （伊 藤）

それは、 高い画質を保持しながら、 ＴＩＦＦ （ティ フ） 形式と較べてファイ ル

サイズを小さくできる、 といった理由からである。

④大判写真の処理な ど

今回使用 したスキャナで読取れる写真のサイ ズは、 Ａ４判までであっ た。 し

か し、 米田家に遺された史料には、 これを上回る大きさの写真が何枚か含まれ

て い た。 こ れ ら に つ い て は、 別 に 用 意 し た 業 務 用 の 大 型 ス キ ャ ナ を 使 っ て、 取

込 み を 行 っ た。

しかしかりに、 さらに大きな写真史料があっ たと すれば、
これにつ いては一

枚の画像として取込むのは諦める ほかない。 その場 合、
とりあえず 「史料の右

半分」 「左半 分」 な どと分けて取込み、 あとで レタッチ （画 像処 理） ソ フト を

使って接ぎ合せることになる。 デジタ ルカメラ で全体を撮影する という 方法も

あるが、 現在のデジタ ルカメラ の性能では、 そ れほど大きな写真 を （あと で研

究用 に使える ほど） 正確 に写し取る こと は困難 であろう。

また写真によって は、 その一部 を拡大 してスキャ ンしておきたいものもある。

その場合・ 全体の画像と は別に、 必要な部分を超高解像度 （４００ｄｐｉ以上） でス

キャンしてお き、 別 途 「０２２７Ｓ．ＰＮＧ」 な どと名前をつけて保存して お けばよ

い で あ ろ う。

（４）データベースの作成

史料 から画像を読取ったあと、 それをもとに 「画像 データベース」 の作成を

行 う。 こ の 作 業 も、 市 販 の ソ フ ト を 利 用 し て 行 う の が 適 当 で あ る（１４）。

具体的な作成の手順は、 紙幅の関係で割愛するが、 米田家史料に関しては、

写 真 ご と に 下 記 の１４項 目（１５）を 抽 出 し、 そ れ を も と に デ ー タ ベ ー ス を 作 成 し た

（図表２－５）。 また、 個々の史料のデータを晶括表示するための 「カー ド」 も、

あ わ せ て 作 成 し た （図 表 ２－６）。

（５）ＣＤ－Ｒへの書込み

最 後 の 工 程 は、 す べ て の 画 像 フ ァ イ ル と、 デ ー タ ベ ー ス 関 係 の フ ァ イ ル を、

ＣＤ－Ｒに書込む作業である （図表２－７）。 作成するのはデータＣＤ （Ｉ Ｓ Ｏ

９６６０形式） で・ 内部に 「画像用 フォ ルダ」 と 「データベース用フォ ルダ」

を 配 置 し、 そ れ ぞ れ、 該 当 す る フ ァ イ ル を 書 込 む （図 表 ２－８）。 具 体 的 に は、
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◇ 「米田家所蔵史料データベース （写真編）」 に含まれるデータ

①写真番号 （分類番号一写真番号） ⑧メモの記入者 （筆跡）

②写真の標題 ⑨写真の被写体

③表面の画像

④写真の 表面 に書 込ま れたメモ等

⑤写真 に押さ れたエ ンボス

⑥裏面の画像

⑦写真の 裏面 に書 込ま れたメモ等

⑩撮影日

⑪撮影場所

⑫ データ入力日
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個 人 レ ベ ル にお け る 史 料 の デ ジ タ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （下） （伊 藤）

③う

』
② ①

① パ ソコ ン

② Ｃ Ｄ － Ｒ ラ イ タ ー

③ 完 成 した Ｃ Ｄ － Ｒ

（図 表 ２－７）

ＣＤ－Ｒ

魎 ＤＢ ← データベース用

ファイルを格納

薩 ＰＮＧ ← 画像ファイ ルを

格納

（図 表 ２－８）

パ ソ コ ン 上 で 書 込 用 の ソ フ ト ウ ェ ア を 起 動 し、 メ ニ ュ ー か ら 「デ ー タ Ｃ Ｄ の 作

成」 を選んで、 必要なファイ ルを書込むだけである。

な お、 フ ァ イ ル を 書 込 む 際 に も、 幾 つ か 注 意 す べ き 点 が あ る。

①画像ファイ ル

Ｐ Ｎ Ｇ 形 式 の フ ァ イ ル に つ い て は、 そ の ま ま Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 め ば よ い。 た だ、

この形式の画像は、 ファイ ルのサイ ズが大きいため、 展開 （表示） する のに時

間がかかる。 そのため 「大量の画 像ファイ ルの中から、 必要なものをす ばやく

探しだす」 といった作業には不向き である。 そこで筆者は、 すべてのＰＮＧファ

イ ル の コ ピ ー を、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ （ ジ ェ イ ペ グ） 形 式 に 変 換 し
（１６）
、 オ リ ジ ナ ル の フ ァ

イ ル と は 別 の フ ォ ル ダ に 書 込 ん だ （図 表 ２－９）。
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Ｒ一ＤＣ

〔盈 ＤＢ ← データベース用
ファイ ルを格納

薩 ＰＮＧ ← ＰＮＧファイ ルを

格納

盤鐘 ＪＰＧ ← ＪＰＥＧファイルを

格納

（図 表 ２－９）

② データ ベース用 ファイ ル

こ れ に 対 し て、 デ ー タ ベ ー ス 用 の フ ァ イ ル は、 よ り 困 難 な 問 題 を 抱 え て い る。

そもそも米 田家 史料の データベースは、 市販のソフトを使って作成された。

そ の た め、 で き あ が っ
た デ ー・タ も ま た、 そ の ソ フ ト 専 用 の

も の と な っ た。 し た

が っ て、 デ
ー タ を そ の ま ま Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 み、 他 の 研

究 者 に 提 供 し た と し て も、

その研 究者が筆者と 同じデータベースソフ トを使用 していないか ぎり、 まった

く利用する こと ができないの である。

このよう な事態を回避する最も安易な方法は、 市販のデータベースソフ トそ

の も の を、 デ ー タ と 一 緒 に Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 む こ と で あ る が、 こ れ は 「商 用 ソ フ

トの 違法コピー」 に当るため、 法的に不可能である。

こ れらの点を踏ま えたう えで、 データ
ベース用のファイルをＣＤ－Ｒに書込

む方法を検討する と、 以下の４つの
パターンが考えられる。

（ａ）そ のまま 書込む

第 １ の 方 法 は、 オ リ ジ ナ ル の デ ー タ を そ の ま ま Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 ん だ う え で、

その データ を利用するの に必要な条件 （ＯＳや データベースソフトの名称など）

を明記しておく という ものである。 この 方法 は、 データを利用する側 が、 当該

のソフトを利用 できる環境にあれば、 作成 者が設 計した通り にデータ
ベース を

動かすことができ、 検索や印刷 な どの機能も、 す
べて利用 できる という 長所が

あ る。

し か し、 す べ て の 利 用 者 が、 必 要 な 条 件
を 揃 え ら れ る と は か ぎ ら な い。 ま た、
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個 人 レ ベ ル にお ける 史料 の デ ジタ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （下） （伊 藤）

この種のデータは、 数年 ないし数十年後に利用さ れる可 能性ま で考えなければ

ならないが、 そのときになって、 必要なソフ トが入 手できる とも限らない。 そ

の 場 合、
こ れ ら の デ ー タ は、 そ の 内 容 を 見 る こ と さ え で き な く な っ て し ま う。

（ｂ）他のソフト用 にデータ を変換 しておく

第２の方法は、 作 成したデータ を様々な形式に変換 してお き、 それらをすべ

て Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 ん で お く と い う も の で あ る（１７）。 こ の 方 法 の 場 合、 か り に、 作

成者と同じソフトを持っ ていなくとも、 新た にそ れを購 入する 必要がない。 す

な わ ち、 手 持 ち の ソ フ ト に 適 合 す る デ ー タ を、 Ｃ Ｄ － Ｒ の 中 か ら 探 し だ し、 そ

れを利用すればよいのである。

しかし、 手持ちのソフトで利用 できる変換 データ が、 ＣＤ －Ｒの中に含ま れ

ていなければ、 この方法は意味がない。 また、
変換できるの は 「データ そのも

の」 に限られるため、 元のデータベース用 に設計さ れた、 検索 機能や印刷 機能

は使えなくなる場合 が多い。 さ らに、 作成者 がデザイ ン した （図表２－６の よ

うな） カー ドも
、 他社 のデータ

ベースソフ トには流用 できな い場合がほとんど

なので、 利用 者は、 データベースを （図表２－５のよう な） 表 形式 で利用 す る

し か な く な る。

（ｃ）汎用 データに変換 しておく

第 ３ の 方 法 は、 作 成 し た デ ー タ フ ァ イ ル を、 Ｃ Ｓ Ｖ な ど の 汎 用 形 式 の デ ー，

タ（１８） に 変 換 し た う え で、 Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 ん で お く 方 法 で あ る。

この方法を使えば、 一般的な データベースソフ トであ れば、 ほぼ確 実にデー

タ を 読 む こ と が で き る。 し か し、 デ ー タ の 互 換 性 を 優 先 す る た め、 第 ２ の 方 法

と 同 じ く、 読 み 込 ま れ る 情 報 は、 デ ー タ
そ の も の に 限 定 さ れ る。 し た が っ て、

作成者が設計した高度な検索機能や印刷機能は使えなくなる し、 カー ドも利用

できなくなる。

（ｄ）ＰＤＦファイルと して書き出 しておく

一 方、 データの追加訂正を今後一切行わず、 また、 データの選択処理な ども

行わないというのであれ ば、 すべてのデータをＰＤＦファイ ルに書出 し、 それ

を Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 ん で お く と い う 方 法 も あ る（１９）。 こ の 第 ４ の 方 法 を 使 え ば、 第

２・第３の方法では諦め ざるをえなかっ た 「カー ド」 の利用が可能になる。
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た と え ば、 こ こ に１００枚 の 写 真 史 料 が あ る と す る。 す る と デ ー タ ベ ー ス に は、

カ ー ド が１００枚 分 登 録 さ れ る こ と に な る。 そ れ ら を す べ て、 Ｐ Ｄ Ｆ フ ァ イ ル に

書 き 出 す の で あ る が、 そ れ は つ ま り、 こ の１００枚 の カ ー ド を、 １００
ペ ー ジ の Ｐ Ｄ

Ｆ フ ァ イ ル に 変 換 す る と い う こ と で あ る。 あ と は、 こ の１００ペ ー ジ 分 の Ｐ Ｄ Ｆ

を
、 そ の ま ま Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 ん で お け ば よ い。 Ｐ Ｄ Ｆ フ ァ イ ル の 閲 覧 に は 専 用

のソフ トウェアが必要であるが、 これは無料で配布 されているの で、 利用 者が

別途入手 してもよい し、 あらかじめＣ Ｄ－ Ｒに書 込 んでお いて もよ い であろ

う （２０）
。

この第４の方法は、 作成者と同じソフトを所有 していなくとも、 簡単にカー

ド が 利 用 で き る と い う 点 で、 第 ２ ・ 第 ３ の 方 法 よ り も 優 れ て い る。 し か し、 デ ー

タそのものの操作が一切できなく なるため、 データ
ベースと しての価値は半減

し て し ま う。

こ の よ う に、 デ ー タ ベ ー ス 用 の フ ァ イ ル を Ｃ Ｄ － Ｒ に 書 込 む 方 法 に は、 そ れ

ぞれ一長一短があり、 簡単 にどの方法 が優 れているということはできない。 し

か し、 デ ー タ ベ ー ス 用 の フ ァ イ ル は、 サ イ ズ が そ れ ほ ど 大 き く な い の で、 筆 者

の場合は 「オリ ジナルの データ」「ＣＳＶ形式に変換した データ」「データをＰ

Ｄ Ｆに書き出したもの」 の３種類をすべて書込むことによって、 それぞれの短

所を補う よう にしている。

４ 期待 しうる効用

写真 史料をデジタ ル化することによる効用は、 その多くが、 前節で述
べた音

声 史料の場合と共通している。

（１）史料劣化の防止

第 １ の 効 用 は、 写 真
を デ ジ タ ル 化 し、 Ｃ Ｄ － Ｒ に

書 込 む こ と に よ っ て、 史 料

の劣化を 「防 ぐ」 こと ができる点であ る。 もちろん、 原史料そのものは、 時日

の経過によっ て劣化してゆく （適切な保存処理を施すことで、 その速度は緩和

される が）。 しか し、 パソコンに取込まれた画像の方は、 原 史料 の劣 化
と は無

関係に、 その画質が維持される。 また、 かりに原 史料が失わ れた
と しても、 画

像を書込んだＣＤ－Ｒを別 の場所 に保管 してお けば、 その内容を守ること がで

一１４一



個 人 レベ ル に お け る 史 料 の デ ジ タ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （下） （伊 藤）

きる。 さらに、
基本的な史料調査や研究には、 デジタル化された画像の方を用

いることで、 原史料に手を触れる頻度が減少するので、 その点でも、 史料の劣

化防止に効果があると考えられる。

（２）利用の簡便化

写真史料の基本的特徴の１つに、
「史料 を調 べるの に、 いち いち 所有 者の と

ころまで足を運 ばなけれ ばならない」 という点があった。 もちろん、 研究を進

めるうえで、 原史料に直接あたることは重要である。 しか し、 所有者が個人の

場合、 訪問を繰返して史料を調査するのは、 所有者にとっても大きな負 担であ

る し、 研究者と しても、
どのような史料があるのか事前に確認しないまま、 い

きなり調査に赴くのは非効率である。

しか し、 今回紹介した新技法によって、 すべての写真史料をＣＤ－Ｒ
にして

おけ ば、 事前にそれを入手し、 大まかな内容を調べておくことが可能となる。

また、 史料の写し （画像） を手元に置いておけるので、 調査を終え、 論文を執

筆 している最中でも、 簡単にそれらを調べ直すことができる。 さらに、 数百 枚

の画像を１枚のＣＤ－Ｒに収録できることから
、 その取扱いがきわめて容易 に

なる。 つまり新技法の導入により、 写真史料の 「利用 の簡便化」 が期待できる。

（３）複製の簡易 化

本節の冒頭でも触 れたよう に、 写真史料のもつ、
もう ひとつ別の特徴として、

史料の複製の困難さがあった。 しかしこの 障碍も、 新技 法の採用 によって、 そ

の大半が取り除かれる。

ま ず、 個 々 の 画 像 に 関 し て は、 カ ラ ー プ リ ン タ を 使 っ て 印 刷 す る こ と で、 非

常に精巧な複製を簡単 に作り出すこと ができる。
・ここ数年の プリ ンタの性能の

向上は著しく、 通常の研究目的であ れば、 わ ざわ ざ原史料に当らずとも、 この

複製を利用す れば十分と考えられる。

ま た・ Ｃ Ｄ － Ｒ そ の も の を コ ピ ー す る こ と に よ っ て、 コ レ ク シ ョ ン 全 体 を 複

製することも可能である。 音声史料のところでも触れたが、 ＣＤ－Ｒはきわめ

て 簡 単 に 複 製 で き る。 し た が っ て、 コ レ ク シ ョ ン を 収 め た Ｃ Ｄ － Ｒ を 大 量 に コ

ピー して、 各地の図書館や資料館に寄託するのも、 個 人レベルで十分に実行可

能 で あ る。
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このように複製 が簡易化することにより、 どのよう な研 究上の効果が期待で

きるのか。 筆者の考えるところでは、 以下の３点 が挙 げられる。

まず第１に、 上述のよう な 「利用 の簡便化」 がもたらさ れる。 研究者 は、 画

像を収めたＣＤ－Ｒのコピーを手元に置いておき、 必要に応 じてそ れらを参照

しながら分析を進められるよう になる。

第２に、 音声史料の場合と同様、 他の研究者による 「検証可能性」 が高まる。

筆者は、 ある論文のなかで 「米 田實と廣田弘毅の間には親交があった」 と推定

し た が、 そ の 根 拠
と な っ た の が、 米 田 家 に 遺 さ れ て い た 写 真 で あ っ た

（２１）
。 し か

し
、 問
題の写真が、 米田家

だけで保管されている状況では、 かりに他の研究者

がこ の推 定に疑問を感 じたと しても、 反証するのは難 しかった。

と ころ が、 米田家の写真 史料 がＣＤ－Ｒとなって、
ひろく出回るようになれ

ば、 事情 は一 変する。 筆者の推定に疑問を感 じた者は、
根拠とされた写真を自

分の 目で確 かめて、 直接その当否を判断することができるからである。 このよ

う に、 写真史料の複製 が容易になることは 「他の研究者による検証の可能性」

を高め、 ひいて は研 究水準の向上にも結 びつくと考えられる。

第３ に、 史料の整理 に際して 「共同作業」 の可能性が高まる。 写真史料の基

本的性格 のひとつ に、 その内容が
「画像」 として記録されていることがあった。

そ して写真の なかには、 被写体について、 まったく手がかりのないものも多い。

そのた め、 整 理作業を進めていても、 そこに写っている人物が何者であるか、

自 分だけでは判 断できない場合が少くなかった。

しかし、 新技法
を導入すれ ば、 写真の複製

を
、 その方面に詳しい研究者の

と

ころへ 送り、
助 言を受けることが可能になる。 たとえば、 ある大学の校舎の前

で撮 られた写真 であ れば、 その大学の関係者に問合せれ
ばよいし、 軍服を着た

人物 につ いて は、 当時の陸海軍に詳 しい研究
者に尋ねればよい。 場合によって

は
、
はじめ にＣＤ－Ｒの複製を送って、 あとから電話か電子メールで 「写真番

号１５－０８の、
右 から二人目の人物は誰なのか教えてほ しい」 といった問合せも

できるよう になる であろう。 このような共同作業は、 も
ともと写真史料の整理

には不 可欠なものである が、 新技法によって、 史料の複
製が簡単になれ ば、 そ

の効 率は飛躍的に向上するものと考えら れる。、
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５ 予想される問題点

一方、 この新 しい技法にも、 さま ざまな問題 が予想さ れる。 その多く は、 音

声 史 料 の そ れ と 重 な る が（２２）、 と く に 重 要 な 問 題 と し て、 以 下 の ４ 点 を 挙 げ て お

き た い。

（１）法律上の問題

まず第１に、
法律上の問題 がある。 写真 史料の場合、 撮

影者に著作権 が認め

られる場合が多い。 また、
被写 体の側 に 「肖 像権」 などが認められる場合もあ

る。 これらの権利を無視 して写真 を複 製し、
他の研 究者に提供 した場合、 その

行為は著作権法に触 れる こと になる㈱）。

また、 史料の画像をパソコンに取込み、 そ
れをもとにデータ ベース を作成し

た場合、 データベース の作成 者にも著作権 が生 じる 可能性が高い。 この権利 は

どのような意味をもち、 どのよう なかたち で保護されるべきであるか。

前節でも述べたよう に、 これらの点につ いて、 筆者は現在検討中であり、 こ

こで確定的なことは言えない。 しかし、 その結論しだいでは、 史料やデータベー

スの複製が、 厳 しく制限される ことになるだろう。

（２）データの改窟

写 真 史 料 に お け る デ ー タ の 改 窟 と は、 史 料 を
パ ソ コ ン に 取 込 ん だ あ と、 レ タ ッ

チ （画像処理） ソフトで画像に手を加え、 特定の人物
を消 して しまうといった

操作を意味する。 史料が一旦デジタル化されると、 このような改窟は非常に容

易になるので、 史料の信頼性を高めるためにも、 なんらかの防止策を講 じる必

要 が あ る。

（３）原史料の所有者との関係

第３の問題は、 原史料の所有者の心証にかかわるものである。 長期に亘って

個人によって保存されてきた写真史料を、 研究者間で広く共有することは、 学

問水準の向上に寄与するところが大きい。 しかし、 最初に史料を借りだ してデ

ジタル化するときに、 研究者と、 原史料の所有者との間で、 デジタル化された

史料の取扱い （とくに複製と配布） に関して明確な諒解ができていないと、 の

ちのち争いが生 じることにもなりかねない。 もちろん、 所有者
と借用者の法的
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な権利 ・義務の問題もあるだろうが
、 それ以上に、 両者のあい だの信頼関係 を

傷つ ける ことになるので、 この点についても、 何 らかの対策を講 じておくべき

で あ ろ う 図。

（４）作業に要する 労力

最後に取り上 げたいの は、 デジタル化に要する 「労力」 の問題である。 写真

史料の デジタル化は、 その分量にもよるが、 莫大な労力 を要する 場合が少く な

い。 一方で、 この種の成果を 「研究業績」 として評価する システム は、 今の と

こ ろ 存 在 し な い。

す なわち、 完成 したＣＤ－Ｒは 「論文」 ではない し、「著書」 でも 「翻 訳」

でもない。 そもそも、 自宅のパソコンで作成さ れるＣＤ－Ｒを 「公刊された業

績」 と いう ことは難しい。 そのため、 いく ら労力を投 じても、 その成果は 「研

究業績」 としては、 まっ たく 評価 されないの が現状である。

しかし、 こ の種の作 業が 「研 究成 果」 と して正当に評価されないかぎり、 こ

れに本格的 に取り 組む研 究者はいなくなって しまう。 そこで、 今後 「写真史料

の デジタ ル化」 を促 進するため には、 この種の作業に対して、
一定の評価を与

えるシステム を確 立する 必要 があるだろう。

６ 今後の展望

本節の冒頭でも述べた通り、 これまで写真史料は、 論文や著書 に彩り を添え

る目的で、 挿絵と して使われる場合が多かった。 しかし、 今回紹 介した新技 法

を活用することによって、 写真史料にも、 研究の素材
と しての新たな可 能性 が

拓かれると考えられる。

しかしこの技法には、 まだまだ検討しなければならない部 分が多い。 前節で

取り上げた音声史料の場合と重なるが、 あらためて指摘 しておくことにしたい。

第１に、 この種の作業に関する、
本格的なマニュア ルが必要である。 筆者 が

本節 で紹介したのは、 米田家史料をデジタル化する 過程 で、 筆者
が独力で編み

出 し た 手 法 で あ る。 し か し、 デ ー タ の 解 像 度 の 設 定 や、 画 像 形 式、 ま た デ ー タ

ベース 化すべき項目な どについて、 再検討の余地は少くないもの
と思われる。

今後は、 各分野の専門家が協力 して、 より体系 的なガイ ドライ ンを作成するべ
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きであろう。

第２に、 音声史料の場合と同様、 この種の 史料を体系 的に蒐集し、 公開する

制度の確立が必要である。 詳細 は前節で述べたので繰返さないが、 この種の制

度を確立することによって、 研究の水準がさらに高まることが期待される。

お わ り に

最 初 に 述 べ た 通 り、 こ こ 数 年 の 間 に、
パ ソ コ ン の 性 能 は 飛 躍 的 に 向 上 し た。

しかし、 人文社会科学、
とくに歴史を専攻する研究者の多くは、 いまでも

パソ

コンを、「原稿執筆の道具」「インターネットにもつながる高機能なワープロ」

と しか見ていないように思われる。

し か し、 今 日 の
パ ソ コ ン は、 音 声 デ ー タ や 画 像 デ ー タ の 整 理 ・ 分 析 に も、 積

極的に活用 しうるだけの能力を備えている。 また、 これらのデータをひろく共

有することによって、 研究上の新たな可能性も開けてくるのである。

もちろん、 法律
上の問題をは じめとする、 さま ざまな課題は残されている。

しか し筆者は
、 その

ことによって、 今回紹介した技法の価値そのものが否定さ

れるとは考えていない。 た しかに解決すべき点は多いが、 これらの新 しい技法

は、 歴史研究の水準を向上させる、 きわめて大きな可能性を内包 しているので

あ る。

註記

（１） そ の こ と は、 こ の 種 の 史 料 に 論 文 で 言 及 する 場 合の、 註 記 の 標 準 的 書 式 が 確 立 さ

れ て い な い こ と か ら も 明 か で あ る。 筆 者 は かつ て、 米 田 實 に 関 す る 論 文 の な か で

「米 田 と ○ ○ の 関 係 に つ い て は、 米 田 家所 蔵 写 真 史 料 （３ －１５、４ －４３） より 推 定。」

と いう 形 で、 註 記 をつ け た こと が ある （伊藤 信 哉・ 杉 山 肇 「米 田 實 の 対 米 認 識」

〔長 谷川 雄一一編 『大正 期 日 本 の アメ リ カ 認 識』 慶 鷹 義塾 大 学 出 版会、 ２００１年 に 所 収〕

２０７頁） が、 こ の書 式 （カ ッ コの 使 い 方な ど） も、 筆 者 が暫 定的 に考 案 し た も の に

す ぎ な い
。
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（２） 文 字 史料 に関 して は、 す で に 専 門 書 が何 冊 も 出 版 さ れ て い る （た と え ば 赤 松 俊 秀

ほ か編 集 顧 問 『日 本 古 文 書 学 講 座』 第 １ 巻 〔総 論 編〕 雄 山 閣 出 版、 １９８３年。 「記

録史料の保存・修復に関する研究集会」 実行委員会 『記録史料の保存と修復一文

書 ・ 書 籍 を 未 来 に 遺 す 一』 ア グ ネ 技 術 セ ン タ ー、 １９９５年。 神 奈 川 大 学 日 本 常 民 文

化 研 究 所 監 修 ・ 中 藤 靖 之 著 『古 文 書 の 補 修 と 取 り 扱 い』 雄 山 閣 出 版、 １９９８年。 高

橋 正 彦 ほ か 編 『今 日 の 古 文 書 学』 第１２巻 〔史 料 保 存 と 文 書 館〕 雄 山 閣 出 版、 ２０００

年）。 こ れ に 対 して 写 真 史 料 り 場 合、 保 存 や 修 復 の 技 法 に 関 する 著 作 は 多 く な い。

例 外 は 日 本 写 真 学 会 画 像 保 存 研 究 会 『写 真 の 保 存 ・展 示 ・ 修 復』 武 蔵 野 ク リ エ イ

ト、 １９９６年 で あ る が、 同 書 は 技 術 的側 面 か ら の 分析 に 紙 幅 の 多く が 割 か れ て おり、

読 み こ な す に は 高 度 な 化 学 的 知 識 が 必 要 で ある。

た だ し、 諸 外 国 に お い て は、 写 真 史 料 の 保存 ・ 修 復 の 技 法 に 関 し て も、 さ ま ざ

ま な 研 究 が 行 わ れ て い る よう で、 上 記 の 日 本 写 真 学 会 の 編 著 に も、 詳 細 な 文 献 リ

ス ト が 掲 げ ら れ て い る （同 上、 １８７－１９３頁）。

（３） そ の 点 で、 上 記 の 日 本 写 真 学 会 の 編 著 は 参 考 に なっ た （同 上、 １０５－１２８頁）。 た

だ し、 同 書 が 推 奨 す る 保 存 方 法 は、 図 書 館 な ど の 大 規 模 組 織 を 念 頭 に お い て お り、

個 人 レ ベ ル で は 作 業 の 手 間 や 保 管 ス ペ ー ス、 資 金 な ど の 制約 か ら、 容 易 に は 実 行

し が た い も の も 少 く な か っ た。

（４） た と え ば 北 海 道 立 北 方 民 族 博 物 館 で は、 史 料 の 受 入 れ 順 に 番 号 を 付 し て 整 理 保 管

し て い る （北 海 道 立 北 方 民 族 博 物 館 『Ａ． Ｖ． ス モリ ャ ーク 氏 寄 贈 資 料 目 録 一 ニ

ブ フ ・ オ ロ チ ・ ウ リ チ ・ ナ ー ナ イ ー』 北 海 道 立 北 方 民 族 博 物 館、 １９９８年 ）。 ま た

長 崎 大 学 附 属 図 書 館 の 「幕 末 ・ 明 治 期 日 本 古 写 真 コ レク シ ョ ン」 は、 コ レ ク タ ー

の 分 類 に 基 い て 整 理 番 号 を 付 し、 そ れ ぞ れ 撮 影 者 ・ 撮 影 年 ・ サイ
ズ な ど を 目 録 に

掲 載 して い る （長 崎 大 学 附 属 図 書 館 『幕 末 ・ 明 治期 日 本 古 写真 コ レク ショ ン目 録一

長 崎 大 学 附 属 図 書 館 所 蔵 一』 長 崎 大 学 附 属 図 書 館、 １９９６年。 国 立 大 学 図 書 館 協 議

会 監 修 ・ 長 崎 大 学 附 属 図 書 館 編 『忘 れ ら れ た 日 本 の 風 景、 風 俗 一 幕 末 ・ 明 治 期 古

写 真 等 資 料 展 一』 北 海 道 大 学 附 属 図 書 館 ほ か、 １９９６年）。 茨 木 市 立 中 央 図 書 館 に

併 設 さ れ た 富 士 正 晴 記 念 館 で は、 被 写 体 を 基 準 と して 排 列 した う え で、 目 録 に は

写 真 の サ イ ズ や 被 写 体 に 関 す る 説 明 な どを 載 せ て い る （富 士 正 晴 記 念 館 『演 芸 関

係 写 真 目 録 一 富 士 正 晴 記 念 館 所 蔵 一』 富 士 正 晴 記 念 館、 １９９９年）。 さ ら に、 東 京

都 小 平 市 立 図 書 館 で は 「人 物」 「風 景」 「教 育 文 化」 な ど、 テ ー マ ご と に 分 類 項 目

を 立 て て い る よ う で あ る （小 島 惟 孝 「写 真 資 料に つい て一 その 収集 ・整 理・ 利用 一」

『現 代 の 図 書 館』 第２２巻 ４ 号、 １９８４年、 ２１０頁）。

（５） 主 な 仕 様 は前 節 ３（１）を 参 照。 た だ し、 作 業 を開 始 した１９９８年 当 時 のス ペ ッ ク は、
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個 人 レベ ル に お け る 史 料 の デ ジタ ル 化 に 関 す る 一 試 論 （下） （伊 藤）

現 在 よ り も は る か に 低 い も の で あ っ た。

（６） ２０００年 ５ 月 以 前 は ヒ ュ ー レ ッ ト ・ パ ッ カ ー ド 社 の Ｓ ｃ ａ ｎ Ｊ ｅ ｔ ３ ｃ を 使 用。

（７） か つ て は、 塩 化 ビ ニ ー ル 製 の 封 筒 が 多 用 さ れ て い た が、 塩 化 ビ ニ ー ル は 可 塑 剤 が

含 ま れ て い る た め 劣 化 し や すく、 し か も 史 料 の 表 面 に 貼 り つ い た り、 印 刷 イ ン ク

を 溶 か し た り す る 惧 れ が あ る。 し た が っ て 今 後 は、 同 じ無 色 透 明 で も、 ポ リ プ ロ

ピ レ ン か ポ リ エス テ ル を 用 い る べ き で あ る （三 多 摩 郷 土 資 料 研 究 会 『地 域 資 料 入

門』 図 書 館 員 選 書 第１４巻、 日 本 図 書 館 協 会、 １９９９年、 ２３６頁）℃

（８） す な わ ち、 １ 枚 の 史 料 か ら、 ２ 枚 の 画 像 フ ァイ ル が 作 成 さ れ る こ と に な る。 なお、

フ ァ イ ル 名 に 使う 文 字 に つ い て は、 で き れ ば 半角 の 英 大 文 字 と 数 字、 お よ び ア ン

ダー ス コ ア （
＿
） の み と し、 ま た 文 字 数 も、 ３ 文 字 の 拡 張 子 の 部 分 を 除 い て、 ８

文 字 ま で と した 方 が 無 難 で あ ろ う （例 ：ＡＢ１２＿
３４５．ＰＮＧ）。 こ れ は、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ

Ｍ の 論 理 フ ァイ ル フ ォ ー マ ッ ト と し て、 も っ と も 汎 用 性 の あ る 国 際 標 準 規 格 で あ

る 「Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ レ ベ ル １」 の 規則 に 沿 っ た も の で あ り、 将 来 そ の デ ー タ が、

日 本 語 を 表 示 で き な い 外 国 の コ ン ピ ュ ー タ や、 ウィ ン ドウ ズ 以 外 の Ｏ Ｓ を 搭 載 し

た コ ン ピ ュ ー タ で 利用 さ れる 可 能 性 を 考 慮 に 入 れ た 措 置 で あ る。

（９） 筆 者 は、 サ ム ズ プ ラス と いう ソ フ ト ウ ェ ア を 利用 し た。

（１０） ｄｐｉは 解 像 度 を 表 す 単 位 で、 こ の 数値 が 大 き い ほ ど、 詳 細 に 画 像 を 読 取 る こ と が

で き る
。

（１１） 手 元 に ある１５ｃｍ ×１０ｃｍ の 写真 をス キ ャ ン し て み た と こ ろ、 解 像 度 が９６ｄｐｉの と

き の 画 像 フ ァイ ル のサ イ ズ は、 およ そ４４０ＫＢで あっ た。 こ れ に 対 し て２００ｄｐｉで ス

キ ャ ン す る と、 フ ァ イ ル の サ イ ズ は１．
９Ｍ Ｂ （４．３倍）、 ４００ｄｐｉで は６．

６Ｍ Ｂ （１５
．
４倍）

に も なっ た （フ ルカ ラ ー ・ＰＮＧ 形 式）。 かり に、 こ れ ら の 画 像 を６５０ＭＢのＣ Ｄ －

Ｒ に 書 込 む とす る と、 ９６ｄｐｉの 画 像 で あ れ ば、 １枚 のメ デ ィ ア に１５００枚 以 上 記 録

で き る が、 ４００ｄｐｉの 画 像 は、
９８枚 し か 書 込 め な い こ と に な る 。

（１２） 前 註 の例 で みる と、 同 じ４００ｄｐｉで ス キ ャ ン した 場 合、 フ ルカ ラ ー （１６７７万色） モー

ド で は６
．
６Ｍ Ｂ と な る 画 像 も

、
グ レ ー ス ケ ー ル （２５６階 調） で は ２

．
ＯＭ Ｂ と

、
３ 分 の

１ 以 下 の サ イ ズ で 収 ま っ た。

（１３） た だ し、 原 史料 の 「色 味」 の 再 現 に 関 して は、 そ れ ほ どこ だわ らな かっ た。 ス キャ

ナ に は、 原 史料 の 色 味 や コ ン ト ラ ス トを よ り 正 確 に 再 現 す る た め、 各 色 の 彩 度 や

濃 度、 ま た 露 出 や ガン マ を 調 整 す る 機 能 が 付 い て い る。 しか し、 こ れ ら を 微 調 整

して 原 史 料 の 正 確 な 色 味 を 再 現 す る の に は、 大 変 な 手 間 が か か る。 ま た、 今 回 ス

キ ャ ン す る の は あ く ま で も 史 料 の 画 像 で あ っ て、 鑑 賞 を 目 的 と す る 芸 術 写 真 で は

な い
。 そ の た め、 こ れ ら の 調 整 は ス キ ャ ナ の 自 動 モ ー ド に 任 せ る こ と に し た。
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（１４） 筆 者 は今 回、 Ｄ ＢＰ ｒ ｏと い う 製 品 を 使 用 した。

（１５） 筆 者 は当 初、 こ の１４項 目で 十 分 と 考 え た が、 ひと つ 重 要 な デ ー タ を 入 れ 忘 れ た。

「史料 の サ イ ズ」 がそ れで あ る。

（１６） Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ 形 式 の 画 像 は、 Ｐ Ｎ Ｇ 形 式 よ り も 低 画 質 で あ る が、 フ ァ イ ル の サ イ ズ を

１０分 の １ 以 下 に 圧 縮 で き る た め、 大 量 の 画 像 を 次 々 に 閲 覧 す る と い っ た 作 業 に 適

し て い る。 な お 筆 者 の 場 合、 Ｐ Ｎ Ｇ か ら Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ へ の 変 換 は、 註 ９ で 紹 介 し た 画

像 管 理 ソ フ ト を 使 っ て 行 っ た。

（１７） 筆 者 が 使 用 し た Ｄ Ｂ Ｐ ｒ ｏ で は、
エ ク セ ル、 ア ク セ ス、

桐
、
ロ ー タ ス １ － ２ － ３

、

ｄ Ｂ Ａ Ｓ Ｅ
、
Ｔ ｈ ｅ Ｃ Ａ Ｒ Ｄ の ６ 種 類 の ソ フ ト 用 に、 デ ー一 タ を 変 換 で き る よ う

で あ る。

（１８） Ｃ Ｓ Ｖ 形 式 と は、 個 々 の デ ー タ を コ ン マ （，） で 区 切 り、 フ ァイ ル 全 体 を テ キ ス ト

と し て 保 存 し た も の で あ る。

（１９）．Ｐ Ｄ Ｆ と は、
ア ド ビ 社 が 開 発 し た

、
文 書 の レ イ ア ウ ト や フ ォ ン ト を 正 し く 保 存 ・

表 示 す る た め の フ ァイ ル 形 式 で あ る。

（２０） ア ドビ 社 の ア ク ロ バ ッ ト ・ リ ー ダ ー と いう ソ フ ト ウ ェ ア。 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で も

配 布 さ れ て い る （ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗ ｗ．ａｄｏｂｅ．ｃｏ．ｌｐ／ｐｒｏｄｕｃｔｓ／ａｃｒｏｂａｔ／ｒｅａｄｓｔｅｐ ２．

ｈｔｍｌ）。 た だ し、 Ｐ Ｄ Ｆ フ ァイ ル の 新 規 作 成 に は、 有 料 の ソ フ ト ウ ェ ア が 必 要 で

あ る （ア ドビ 社 の ア ク ロ バ ッ ト）。

（２１） 伊 藤 ・ 杉 山、 前 掲 論 文、 ２０７頁。

（２２） た と え ば Ｃ Ｄ － Ｒ の 「寿 命」 の 問 題 な ど で ある （前 節 ５ を 参照）。

（２３） こ の 問 題 に つ い て は、 豊 田 き い ち 『編 集 者 の 著 作権 基礎 知 識』 第 ３版、 日本 エ ディ

タ ー ス ク ー ル 出 版 部、 ２０００年、 ９２－１０５頁 を 参照。

（２４） 筆 者 の 考 え る と こ ろ で は、 音 声 史 料 の 場 合 と 同 様 に、 あ ら か じ め 文 書 に よ っ て、

史 料 を 複 製 す る 条 件 な どに つ い て 明 確 に し て おく の が 望ま し い （前 節 ５（３）② を 参

照）。

（い とう し ん や ・ 神 田 外 語 大 学 非 常 勤 講 師）

〔連 絡 先 ：ｓ－ｉｔｏ ＠ｃｏｏｌ．ｎｅ．ｌｐ
〕
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